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部刺激）、ADHD モデル動物 SHR の成熟後の不安様行動および社会性行動の情動行動が影響を受け
るか否かについて検討した。具体的には、離乳直後の生後 25 日齢の SHR へうま味物質グルタミン
酸ナトリウム（MSG）水溶液を５週間経口から摂取させ。成熟後の不安様行動および社会性行動を
評価し、また社会性行動に関係するオキシトシンの血中レベルを ELISA 法により測定した。 
 
[方法] 
 生後 25 日齢の SHR(オス)を用い、生後 60 日齢までの５週間、１匹飼育する孤独な環境で飼育
（IE）した。MSG 投与群（n=13）では、60 mM の MSG 水溶液を経口から摂取させた。H₂O 投与群（n=12）
は蒸留水を投与した。また、通常飼育群(SE)は通常ケージ（400×230×180ｍｍ）で２匹飼育した。 
 オープンフィールドテスト(OFT)では、直径 60cm、高さ 30cm の円形空間の中心部に動物を入れ、
10 分間行動をビデオ記録した。その後、行動解析ソフト smart を用い全移動距離(cm)と中心部へ
の進入回数を解析し、不安様行動の指標とした。 
 ソーシャルインタラクションテスト(SIT)では、縦 60cm、横 20cm、高さ 30cm の黒色の試験箱の









は認められなかった。SIT では、新奇ラットへの探索行動であるスニッフィング時間が MSG 投与
群で有意に減少し、また新奇ラットへの攻撃行動（ライディング回数）が H₂O 群と比較し MSG 投
与群で有意に減少していた。血清中のオキシトシンは H₂O 投与群と比較して MSG 投与群で有意に
減少していた。SE において、スニッフィング時間およびライディング回数は IE と比べ著しく小




 今回の研究結果から、OFT により MSG の経口摂取は SHR の多動性と不安行動には影響を与えな





期の MSG が抗ストレス作用を持つことが推察される 












ムを知るために血中オキシトシンを測定した。 【方法】 生後 25 日齢の雄 SHR を１




により測定した。【結果】 MSG 投与により、H₂ O 投与群に比べ飲水量が増加した
が、餌摂取量の変化は認められなかった。OFT では、総移動距離および中心部進入回
数に両群で有意差は認められず、MSG の不安様行動に対する影響は認められなかっ
た。SIT では、新奇ラットへの探索行動であるスニッフィング時間が MSG 投与群で有
意に減少したが、新奇ラットへの攻撃行動（ライディング回数）が H₂ O 群と比較し
MSG 投与群で有意に減少していた。血清中のオキシトシンは H₂ O 投与群と比較して
MSG 投与群で有意に減少していた。２匹飼育した場合（SE）では、スニッフィング時
間およびライディング回数は一匹飼育時と比べ著しく減少していた。また MSG の SIT
効果は（H₂ O 投与群と MSG 投与群との間に差）は、SE では認められなかった。【考
察】 MSG 投与による攻撃性の減少が見られ、発育期の MSG 経口摂取が情動形成に影
響があることが示された。しかし、２匹飼育により消失することからその作用は非常
に弱いことが示唆された。またストレス下でオキシトシン血中濃度が上昇するとの報
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